
子ども子育てにやさしい石巻市議を選ぼう2026公開意見書(若者ver) 
 

　本意見書は、2026 年 5月に行われる石巻市議会議員選挙にあたり、「子ども子育てにやさし
いまち」をテーマに、20〜30代の若者とこども若者支援に関わる団体で、日頃石巻で暮らし、活
動する中で感じる課題や想いを候補者の皆様にお伝えしたいと考え、ワークショップを開催し、公

開意見書としてまとめたものです。(若者verは、20代の大学生から30代の社会人までの計7名が
参加、支援団体verは、4団体が参加して作成しています。) 

 
現状①若者の社会教育・生涯学習 
　子ども・若者の生活や意識に関する調査(「石巻市こども計画)によると、高校生世代から39歳
の市民の75%が地域活動に参加していないことがわかりました。若者の市民活動を推進する仕
組み、制度、事業、施設がないことが原因ではないかと思います。また若者の声を聴く専門の市

役所の部署、人材がいないことも課題ではないでしょうか。他にも、図書館が不便でかつ蔵書が

少ないと感じています。特に若者は、利用が少ないと思います。公民館等も、無料ではないた

め、利用しづらいと思います。せっかく社会教育主事の職員がいらっしゃるのに、動きが見えづら

いことも課題だと思います。そもそも社会教育や生涯学習にアンテナを貼っている市民が少ない

のではないでしょうか。広報や周知が弱いと感じます。 
 
現状②こども若者の居場所 
　こども若者が地域で、チャレンジや参画を進めていくためには、調整するコーディネーターの役

割が重要だと思います。民間でこども若者の居場所づくりに取り組む団体も、石巻市にはありま

すが、人材も資金もキャパシティが限られているのが現状だと思います。また既に様々な居場所

づくりが取り組まれていますが、学校や行政、民間団体など全体としての連携が課題であると感

じています。 
 
現状③多様な学びの場 
　石巻市に400名以上の不登校の子ども(小中学生)がいる中で、公的な支援として、学びサポー
トセンターが2ヶ所は少ないのではないでしょうか。また学校等への訪問による学習支援等もあり
ますが、学びサポートセンターへの通所には、保護者の送迎が必要で、アクセスの問題があるた

め、住んでいる地域によって、利用できるか差が出てしまうと思います。 
 
【提案】 
①時間限定でも公民館等、公共施設をこども若者向けに無料開放する。可能であれば、地域活

動に無料で利用できるようにする。 
②こども食堂、プレーパーク以外も、既にこども若者の居場所づくりに取り組んでいるNPOと行政
の連携や、補助金によるサポートをつくる。 
③こども時代から地域活動に触れる機会をもっとつくる。 
④若者の声を聴く、ともに活動する専門の市役所の部署、人材をつくる。 
⑤学校と民間の居場所づくりに取り組む団体の連携をもっと進める。 
⑥石巻市こどもセンターらいつや公民館等を活用して、不登校のこどもたちへのアウトリーチ支

援をする。 
⑦居場所づくりに取り組む団体や担い手のネットワークづくりを促進する。 
⑧図書館＋生涯学習センター＋ユースセンターの機能をもった施設を新設または改築する。 
⑨こども若者の声を聞くだけではなく、意見反映、政策実現に取り組む。 
 
 
 
 



 
子ども子育てにやさしい石巻市議を選ぼう2026公開意見書(支援団体ver) 

 
現状①若者支援について 
　令和7年度転入転出状況(石巻市ホームページ)によれば、石巻市からの転入1,488人、転出
2,001人と、石巻市では、転出の方が約500人多い状況です。それを踏まえると、石巻市では、移
住促進の取り組みを進めているものの、定住促進が不十分に感じます。 
　特に、若者(中高生以上)が住みたくなるような支援が足りていないのではないでしょうか。例え
ば、若者が地域活動、文化・スポーツ活動に参加しやすくなる仕組みや施設が不十分だと感じま

す。また高校生以上の若者にも、義務教育が終わっても、サポートが必要だと思いますが、居場

所や相談窓口が少ないと思います。 
 
現状②こども若者支援を進める体制 
　こどもの居場所懇談会以外にこども若者について、総合的に対話・議論できる場がないと思い

ます。「こどもまんなか宣言」を行った石巻市において、さらにこども若者支援を進めていくために

は、官民で共通の課題感やビジョンをもって、同じこども若者観や目線で取り組んでいくことが重

要だと思います。 
　またこども若者支援(特に若者支援)を総合的に進めていくための行政における専門の部局・人
材が設置されていないことは課題ではないでしょうか。特に、教育と福祉に隔たりを感じます。 
 
現状③不登校のこども支援 
　 不登校のこどもの人数が多い石巻の現状に対して、利用できる施設や居場所が少なく、こども
の学ぶ権利が十分に保障されていない現状があると思います。 
　また不登校の保護者については、学校とのコミュニケーションが少なくなることも影響し、相談

窓口が少なく困っている様子がみられます。困っている人に支援が届くための取り組みが必要だ

と思います。不登校のこども支援に関する学校、民間、行政との連携もいまだに課題であると感

じています。 
 
現状④こどもと地域のつながり 
　こども会の減少や、自治会等の地域の活動の衰退により、地域住民とこどもがつながる機会が

少なくなり、地域でこどもが見守られて育つ環境が難しくなってきていると感じます。かつては地

域で様々な活動に参加し、役割を担い、異なるコミュニティでそれぞれの力を発揮し、東日本大

震災後も、様々な取り組みがみまれましたが、震災から15年が経過し、そのような地域の場が減
少し、こどもたちの所属も固定化されていると思います。しかし、子供・若者インデックスボード(こ
ども家庭庁)によれば、子どもにとって複数の居場所があることが幸福度や自己肯定感につなが
ることも明らかになっています。 
　また家庭を含めた支援が必要なこどもたちについて、民間団体から児童相談所等につないだ

後、情報が入ってこないため、地域としての適切なサポートができない状況があります。 
 
現状⑤こどもと防災 
　東日本大震災最大の被災地である石巻市にも関わらず、そこで学ぶ子どもたちが石巻南浜津

波復興祈念公園を訪れるための交通費や、震災について語り部の方にお話し頂くための謝金な

ど石巻市の子どもたちが防災について、学ぶための予算が十分にないと思います。 
　また一部の地域では、防災活動を地域と学校で分かれ、行っていることで、実際の動きが想定

できず、災害が起きた際の対応に不安があると思います。 
 
 
 



【提案】 
①若者(中高生以上)の定住支援 
→若者向けの居場所づくり、相談窓口、地域活動、文化・スポーツ活動支援 
→Uターン、地元出身の大学生が地域に関わる支援 
②「こどもまんなか宣言」を基づく官民の対話の場づくり 
→こどもを取り巻く環境の共通理解、事業と指標の検討など 
③こども若者支援に関する専門の部局、人材の設置 
④不登校のこどもへの支援の充実 
→施設等の拡充、相談窓口の周知強化 
⑤こどもが複数の居場所を選べる環境づくり 
→居場所づくりを担う団体への支援、アクセス支援 
⑥支援が必要なこどもと家庭への支援における連携 
→個人情報の取り扱いを踏まえた上での官民連携 
⑦こどもたちの防災教育の予算化 


